
おはなし会   １月１１日(土)１０：３０～ 「干支
え と

」 

古文書の会   1 月７日・２１日・２８日(火) 

                    ９：３０～ 

英語教室    １月１５日・２２日(水)１0：00～ 

おりがみ教室  １月１８日(土)１３：３０～ 

ロビー展    「お正月・干支」 

子育て支援展示 「年の初めに」 

ティーンズ展示 「浮世絵！」 

絵本の会展示  「おしょうがつ・えと」 
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おりがみ教室 「おに」 

とき  １月１８日(土)１３時３０分～ 

ところ 多目的室 

対象  幼児～ 

参加費 無料 

土庄町立中央図書館 
<ほんとぴあ> 

761-4121 

 香川県小豆郡土庄町渕崎甲 1400-1 

TEL（0879）62-0273・FAX（0879）62-2922 

e-mall：library@town.tonosho.lg.jp 

 

古本リサイクル市が開催されました 

１２月１４日(土)と１５日(日)の２日間、図書館友の会

主催の古本リサイクル市が開催されました。 

今回の収益は 20,７５0 円。この収益は大型絵本の寄贈や、

絵本作家講演会活動等に使わせていただきます。 

小豆島中央高校ボランティア部の 

みなさんの協力もありました。 

お正月企画 福福笑い 
図書館の本を３冊以上借りたら１回、 

顔のパーツを引いてもらって、図書館の 

柱に貼ってある顔の、お好きなところに 

ペタリ。 

どんな顔ができるかな？ 

 

 

 

 

福笑いの顔は他にもたくさんの種類が 

あります。笑う門には福来る。 

みんなで顔をつくって、年の始めから 

思い切り笑いましょう！ 

２０２５年は「成長と結実の時期」 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

2025 年は乙巳（きのとみ）の年、多くの人にとって「成長と結実の時期」となる 

可能性が高いそうです。「乙」は未だ発展途上の状態を表し、「巳」は植物が最大限まで 

成長した状態を意味するそうです。これまでの努力や準備が実を結び始める時期を 

示唆しているということですので、もうひと踏ん張り頑張りましょう。 

さて、読書で得られる効果とはどのようなものでしょうか。 

読解力が育つ・・物語を楽しみながら読むことで無理なく身に付く。論理的思考力が育つ・・順序立てて

物事を考える力が育まれる。知識が得られる・・今まで知らなかったことを知ることができる。想像力が豊

かになる・・様々なイメージを思い浮かべる力が付く。リラックスする・・自然にストレスが解消できる。 

このような効果を得るために、是非「ほんとぴあ」を利用して、たくさんの本と出合ってください。ご来

館をお待ちしています。 

2025 年、みなさんの努力が確実に実を結ぶ幸多い年になることを祈念して、新年のご挨拶とさせてい

ただきます。 

ほんとぴあ館長 港 育広（土庄町立中央図書館長） 

 

 

ほんとぴあ館長 港 育広 

 

mailto:library@town.tonosho.lg.jp


「１３歳からの世界地図」 著：井田 仁康 出版：幻冬舎 

世界にはたくさんの国があります。寒い国、暖かい国、広い国、狭い国。人口も様々ですし、風習も 

これまたそれぞれ違います。 

では、私たちの住んでいる日本はいったいどんな国なんでしょう。 

アジアにある一国で、正式名称は「日本国（にほんこく）」。海域面積は国土の約 12 倍の 

広さでなんと世界第 6 位、国土面積は 61 番目でイラクやドイツと同じくらいだそうです。 

このように意外と知らない日本のこと、そして世界の国々とのつながり。 

雑学というか豆知識にもなる、親子でも楽しめる一冊です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月                     ２月

 

は休館日です。開館時間は９時から１８時です。水曜日のみ１９時まで開いています。 

※CD・DVD の返却口への投函は破損する恐れがありますので固くお断りします。  

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ 〈８〉 ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ 〈１５〉 １６ １７ １８ 

１９ ２０ ２１ 〈２２〉 ２３ ２４ ２５ 

２６ ２７ ２８ 〈２９〉 ３０ ３１  

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ 〈５〉 ６ ７ ８ 

９ １０ １１ 〈１２〉 １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ 〈１９〉 ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ 〈２６〉 ２７ ２８  

「もう一度、泳ぐ。」 著：池江 璃花子 出版：文藝春秋 

この本は、著者の実話をもとに日記的に書かれたものです。 

著者は、「2016 リオデジャネイロオリンピック」の時、１６歳で競泳選手としてデビュー 

しました。100m バタフライで５位入賞をはじめ、個人種目３種とリレー３種目の計７種目に出場し、 

決勝まで進んだ種目もあるのも記憶に新しいでしょう。 

ところが、４年後「2020 東京オリンピック」を控えて練習に励んでいた時、思いもかけない大病を 

患ってしまいます。一旦東京を諦めてその次のパリに照準を合わせようと思ったことや、入院時での 

さみしかった思いなどから「2024 パリオリンピック」を目指して練習に励む今までが書かれています。 

『今までこんなに頑張ってきたのに…、今までの自分は何だったんだ、という後悔を絶対したくなかった』 

「おせち」  文・絵：内田 有美 料理：満留 邦子 出版：福音館書店 

「おせちりょうりってしってる？」から始まるこの絵本。お正月になると必ず出てくるごちそう。 

その料理にはそれぞれ意味があるってこと知ってた？ 

例えば最初に出てくる黒豆は、まめまめしくくらせますように。って。 

次は、数の子。その次はたづくり…。 

おせち料理を食べた人は、この絵本で意味を調べてみるといいかも。 

食べ忘れがあれば、来年こそ食べてみよう。 

児童向け


